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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

９
８

２
回
    

大
日
岳

大
日
岳

大
日
岳

大
日
岳
・・ ・・
大
日
如
来
座
像
台
座

大
日
如
来
座
像
台
座

大
日
如
来
座
像
台
座

大
日
如
来
座
像
台
座
下下 下下
石
組

石
組

石
組

石
組
みみ みみ
の
セ
メ
ン
ト

の
セ
メ
ン
ト

の
セ
メ
ン
ト

の
セ
メ
ン
ト
補
強

補
強

補
強

補
強
改
修

改
修

改
修

改
修
作
業

作
業

作
業

作
業
    

 ◇
実

施
日

；
２

０
１

８
年

７
月

１
４

日
(
土

)
～

１
５

日
(
日

)
 

◇
参

加
者
；
川

島
 

功
、
児

嶋
道

夫
、
三

井
幹

雄
、
野

崎
 

肇
、
椎

木
 

尭

(
太

尾
登

山
口
・
一

泊
２

日
)
。
梶

野
照

雄
(
日

帰
り

)
。
計

６
名

。
 

１
５

１
５

１
５

１
５
日日 日日
参
加
者

参
加
者

参
加
者

参
加
者
(
太
尾
登
山
口

太
尾
登
山
口

太
尾
登
山
口

太
尾
登
山
口
)；

沖
﨑

吉
信

、
橋

本
 

梓
、
濱

野
兼

吉
、
畑

林
清

子
、
大

江
加

予
子

、
生

熊
千

満
子

、
上

村
和

美
、

梶
野

照
雄

。
瀧

本
昭

太
郎

、
斉

藤
和

美
、

池
尻

香
行

、
立

野

栄
弓

(
以

上
瀧

本
Ｇ

)
。

 
１

２
名

。
 

前
鬼
登
山
口

前
鬼
登
山
口

前
鬼
登
山
口

前
鬼
登
山
口
；
山

川
治

雄
、
岩

本
信

行
、
樋

口
義

也
、
竹

中
卓

治
、
高

階
美

根
子

。
 

５
名

。
 

 
 

 
総

参
加

者
２

３
名

。
 

 

７７ ７７
月月 月月
１
４

１
４

１
４

１
４
日日 日日
(( (( 土土 土土

)) ))     
快

晴
    

 
梅

雨
前

線
停

滞
に

よ
る

豪
雨

に
よ

っ
て

、
西

日
本

各
地

と
り

わ
け

広
島

・

岡
山

・
愛

媛
県

で
甚

大
な

被
害

を
も

た
ら

し
ま

し
た

。
９

日
に

梅
雨

明
け

が

宣
言

さ
れ

ま
し

た
が

、
午

後
か

ら
は

大
気

が
不

安
定

と
な

り
夕

立
等

の
雨

が

降
る

天
候

も
、

１
４

日
以

降
は

安
定

し
た

猛
暑

の
夏

到
来

に
な

り
ま

し
た

。
 

広
島

県
・

岡
山

県
に

お
住

ま
い

の
当

会
友

に
は

、
幸

い
に

も
被

害
が

無
か

っ
た

も
の

の
関

係
者

等
に

被
害

が
及

ん
だ

と
の

こ
と

、
心

よ
り

お
見

舞
い

申

し
上

げ
ま

す
。

 

新
宮

５
時

半
に

出
発

し
、
十

津
川

村
で

民
泊

さ
れ

た
広

島
市

の
椎

木
さ

ん

と
「

十
津

川
道

の
駅

」
で

合
流

し
、

釈
迦

ヶ
岳

・
太

尾
登

山
口

に
７

時
半

過

ぎ
に

到
着

す
る

と
、

三
井

・
野

崎
、

梶
野

氏
が

既
に

到
着

さ
れ

登
る

身
支

度

を
整

え
ら

れ
て

い
た

。
 

各
自

に
セ

メ
ン

ト
２

～
３

袋
の

５
㎏

以
上

を
担

い
で

貰
う

。
梶

野
氏

が
各

荷
の

計
測

で
は

、
１

７
㎏

前
後

だ
が

児
嶋

さ
ん

は
２

３
㎏

と
一

番
重

い
荷

を

荷
揚

げ
す

る
事

に
な

っ
た

。
セ

メ
ン

ト
総

計
３

１
㎏

荷
揚

げ
。

 

釈
迦

ヶ
岳

登
山

者
に

、
賛

同
協

力
依

頼
の

砂
袋

(
約

2
㎏

×
6
3
袋

)
は

、
６

割
強

が
荷

揚
げ

さ
れ

て
お

り
、
荷

揚
げ

し
て
下

さ
っ

た
登

山
者

に
感
謝

申
し

上
げ

ま
す

。
 

 
 

 
 

 

太
尾

登
山

口
に

て
 

 
 

 
 

砂
袋

荷
揚

げ
協

力
者

 
 

 
重

い
荷

の
児

嶋
氏

 

 野
崎

さ
ん
先
頭

で
歩
き

出
す

。
平

地
は
熱
帯
夜

で
あ

っ
た

が
、

登
山

口
の

標
高

が
１

１
０

０
ｍ

以
上
あ

り
涼

し
く
感
じ

る
が

、
登

る
に
つ

れ
汗

が
噴
き

出
し
び

し
ょ
濡

れ
に

な
り

、
不
動
谷

登
山

口
分
岐

で
小
休
止

。
少

し
風

が
吹

く
と

本
当

に
涼

し
く
汗

が
引

い
て
爽
や

か
で
あ

る
。

 

快
晴

無
風

で
樹

林
の

無
い

尾
根

の
登

り
は

と
に

か
く

暑
い

、
古
田

の
森

で

小
休
止

し
、
飲
料
水

を
が
ぶ
飲
み

を
す

る
。

荷
が

重
い

児
嶋

さ
ん

約
５
分
弱

遅
れ

て
古
田

の
森

に
到

着
。

児
嶋

さ
ん

の
担

い
で

来
た

荷
か

ら
梶

野
・

野
崎

三
井

さ
ん

が
セ

メ
ン

ト
袋

各
１

袋
を
手
分

け
し

担
ぐ

こ
と

に
し

た
。

 

 
 

 

不
動

谷
登

山
口

分
岐

で
 

 
古

田
の

森
で

小
休

止
 

 
少

し
送

れ
て

児
嶋

氏
到

着
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古
田

の
森

か
ら

児
嶋

さ
ん
先
頭

に
歩
き

出
す

と
、
荷

が
軽
く

な
り
ペ

ー
ス

が
速
く

な
り

、
必
死

に
付

い
て

登
る

事
に

な
っ

た
。

 

千
丈
平

の
砂

袋
置
場

に
は

、
３

０
袋

以
上

荷
揚

げ
し

て
置

か
れ

て
い

た
。
 

１
０

日
に

事
前
準
備

に
登

っ
て
下

さ
っ

た
梶

野
氏

の
報
告

で
は

、
深
仙
宿

の
香
精
水

が
流

れ
出

て
い

る
と

の
事

か
ら

、
か
く

し
水
水
場

で
飲
料
水

を
確

保
す

る
必
要

が
な

か
っ

た
の

で
水
場

に
寄

ら
ず
捲
き

道
を
辿

り
深
仙
宿
へ

。
 

１
日

に
セ

メ
ン

ト
袋

等
荷

揚
げ

時
に

、
木

橋
を
渡

る
手

前
の

登
山

道
が
崩

れ
て
危
険

な
の

で
、
今

回
ト
ラ
ロ

ー
プ

を
張

る
作
業

を
す

る
。

 

 
 

 
 

 

千
丈

平
・

木
陰

で
小

休
止

 
 

捲
き

道
の

崩
落

箇
所

 
 

上
の

樹
に

ロ
ー

プ
支

点
 

 

 
 

 
 

 

崩
落

箇
所

の
ロ

ー
プ

張
り

作
業

と
完

了
後

 
 

 
 

伊
富

喜
秀

明
師

碑
で

勤
行

 

 

木
橋

の
柱

と
登

山
道
崩
落
箇
所
手

前
の

山
側
桟

木
間

に
ト
ラ
ロ

ー
プ

を
張

り
、
崩
落
箇
所

上
の
針
葉
樹

に
支
点
ロ

ー
プ

を
採

り
、
桟

木
が
ズ
レ
落
ち

な

い
様

に
斜
面

上
の

大
木
切
株

に
ロ

ー
プ
端

を
結

わ
え

る
。

 

伊
富
喜
秀

明
師
碑

で
勤

行
後

、
深
仙
宿

に
１

１
時

過
ぎ

に
到

着
し
昼
食

。

重
い

荷
と

暑
さ

で
食
欲

が
進

ま
な

い
。

 

宿
泊
装
備

と
食
料

を
小
屋

に
置
き

、
セ

メ
ン

ト
補

強
作
業
用
具

と
担

ぎ
揚

げ
た

セ
メ

ン
ト

袋
に
灌
頂
堂

に
デ
ポ

し
た

セ
メ

ン
ト

袋
を
追

加
し

、
計

５
８

㎏
の

セ
メ

ン
ト

を
大

日
岳

山
頂

に
担

ぎ
揚

げ
た

。
先

日
、

梶
野

氏
の
デ
ポ

し

た
セ

メ
ン

ト
を
併
せ

る
と

７
３

㎏
(
セ

メ
ン

ト
３

袋
分

)
荷

揚
げ

さ
れ

た
。

 

 
 

深
仙

灌
頂

堂
と

避
難

小
屋

 
昼

食
を

終
え

大
日

岳
へ

 
 

大
日

如
来

坐
像

と
再

会
 

 児
嶋

氏
は
金
属
探
知
機

を
持

参
さ

れ
、
積
み
石

を
除

け
て

、
底
面

の
土

を

掘
り
返

し
て
探
査

し
た
結
果

、
腐
食

の
進

ん
だ
「
寛
永
通
寶

」
２
枚

と
、
五

円
硬
貨

(
平
成

２
年

)
１
枚

、
大

日
如

来
坐
像
宝
冠

の
小
片

が
見
つ

か
っ

た
。
 

 
石

、
土

を
除

け
た
凹
み

に
略
平

ら
に
ハ

ン
マ

ー
等

で
叩

い
て
石

を
敷
き
詰

め
、
砂
・
砂
利
・
セ

メ
ン

ト
を
煉

り
、
コ

ン
ク
リ

ー
ト

を
石

の
隙
間

に
流

し

込
み
底
盤

を
固
め

る
。

 

以
前
使

わ
れ

て
い

た
略
平

ら
な

大
き

な
岩

を
置
き

、
水
平
器

で
略
平

ら
に

な
る
様

に
石

を
挟
み

、
そ

の
石

の
隙
間

に
コ

ン
ク
リ

ー
ト

流
し

て
固
め

て
以

前
と
略
変

わ
ら

な
い

高
さ

ま
で
積
み

上
げ

、
前
面

に
以

前
の

大
き

な
岩

を
置

き
、
同

高
さ

に
石

を
詰
め

て
コ

ン
ク
リ

ー
ト

を
流

し
て
台
座

が
接

す
る
位
置



 3 

が
水
平

に
な

る
様

に
水
平
器

で
コ

ン
ク
リ

ー
ト

天
板

に
仕

上
げ

た
。

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

石
積

み
と

コ
ン

ク
リ

ー
ト

練
り

と
作

業
 

 

 

 
 

 
 

本
日

の
作

業
者

 
 

 
大

き
な

石
と

同
一

高
さ

に
 

西
側

鞍
部

上
か

ら
の

大
日

岳
 

 大
き

な
岩

と
同

一
高

さ
に
台
座

が
乗

る
位
置

に
仕

上
げ

た
コ

ン
ク
リ

ー
ト

天
板

に
、
径

９
０
㎝

・
高

さ
３

～
４
㎝

の
コ

ン
ク
リ

ー
ト

の
円
形
台
座

に
仕

上
る
為

に
、

６
㎝

高
さ

の
ベ
ニ
ヤ
板
型
枠

に
明

日
コ

ン
ク
リ

ー
ト

を
流

し
込

み
台
座

を
完
成

さ
せ

る
事

に
し

て
、

本
日

の
作
業

を
１

５
時

半
前

に
終

え
、

深
仙
宿

に
戻

る
。
尚

、
梶

野
氏

は
日

帰
り

の
為

１
４

時
過

ぎ
に
下

山
さ

れ
た

。
 

深
仙
宿

に
戻

り
、
香
精
水

を
汲
み

に
行
く

、
５

０
０
m
l
の
ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

一
杯

に
す

る
に

は
約

４
分
要

し
た

。
汗

を
か

い
た
体

に
は
冷

た
い

香
精
水

と

香
精
水

で
洗

っ
て
冷

え
た

中
玉

ト
マ

ト
は
何

よ
り

の
ご
馳
走

で
あ

っ
た

。
 

児
嶋

さ
ん

は
、
小
屋

の
裏
斜
面

に
あ

る
枯

木
が
倒

れ
る

と
小
屋

を
壊

す
事

に
な

る
事

か
ら

、
倒

れ
な

い
よ

う
に
ワ
イ
ヤ

ー
を
張

る
応
急
処
置

を
さ

れ
る

。

又
、
「
深
き

山
に

す
み

け
る

月
を

見
ざ

り
せ
ば

 
思

出
も

な
き
我

が
身

な
ら

ま
し

 
大
峯

し
ん
せ

ん
と

申
す
所

に
て

月
を

見
て

よ
み

け
る

 
西

行
法
師

」

の
歌
碑
板

を
設
置

さ
れ

た
。

 

 
 

 
 

 

 
 

児
嶋

さ
ん

西
行

法
師

の
歌

碑
板

設
置

 
 

 
 

 
 

各
自

調
達

の
夕

食
 

 夕
食

は
、
各

自
で
準
備

し
た

夕
食

。
冷

た
い
ビ

ー
ル

が
欲

し
い

と
こ
ろ

で

あ
る

が
、
セ

メ
ン

ト
等

の
荷

揚
げ

の
た
め

、
極

力
荷

が
軽
く

な
る
様

に
し

た

の
で

割
愛

し
た

が
、
野

崎
さ

ん
は
紙
パ
ッ
ク

の
お
酒

を
持

参
さ

れ
、
皆

で
少

し
ず
つ
頂

い
た

。
 

下
界

は
猛

暑
に

見
舞

わ
れ

て
い

る
だ
ろ

う
が

、
深
仙
宿

は
天
然
ク

ー
ラ

ー

で
、
ゆ

っ
た

り
過
ご

す
中

で
明

日
の
作
業
段
取

り
を
打

合
せ

る
。

 
 

 
 

岩
と
台
座

が
乗

る
位
置

を
同

一
高

さ
に
均

し
た

上
に

、
径

９
０
㎝

・
厚

さ

３
㎝

の
モ
ル
タ
ル
台
座

に
す

る
に

は
約

３
０
Ｌ

の
砂

が
必
要

に
な

る
が

、
現

在
山
頂

に
デ
ポ

し
た

砂
で

は
少

し
足

り
な

い
と
思

わ
れ

る
。

明
日

は
、

千
丈

平
に
運
び

上
げ

ら
れ

た
善
意

の
砂

袋
を

山
頂

に
揚

げ
る

こ
と

に
す

る
と
説

明

し
た

。
し

か
し

、
コ

ン
ク
リ

ー
ト

を
極

力
減

ら
し

て
、
改
修

前
の
様

に
天
然
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の
岩

を
生

か
し

た
台
座

の
方

が
良

い
の

で
は

と
の
話

し
に

な
り

、
皆

で
協
議

し
て
現
在

の
岩

の
高

さ
の

天
板

の
上

に
大

日
如

来
坐
像

を
安
置

す
る
結
論

に

達
し

た
。

 

深
仙
宿

に
は

、
テ

ン
ト

３
張

。
避
難
小
屋

に
は

、
兵
庫

の
男
性

と
女
性
修

験
者

(
金
剛

山
・
転
法
輪
寺
・
司
講

)
と
我
々

５
人

が
同
宿

す
る

事
に

な
っ

た

が
、

児
嶋

氏
は
ツ
エ
ル

ト
、

椎
木

・
野

崎
さ

ん
は
灌
頂
堂

で
宿

泊
さ

れ
る

。
 

疲
れ

も
あ

り
１

９
時

過
ぎ

に
は
就
寝

さ
れ

た
が

、
暑

い
の

で
外

に
出

る
と

面
識

の
あ

る
菅
原

氏
と

同
じ
司
講

に
所
属

さ
れ

て
い

る
女
性
修
験

者
も

出

て
来

ら
れ

て
、
満

天
の
星
空

を
眺
め

な
が

ら
「
継

の
窟

」
に

行
っ

て
、
熊

野

修
験
サ
ポ

ー
ト

の
生

熊
さ

ん
と
逢

っ
た

等
雑
談

し
て

い
る

と
、
蛍

が
２
匹
飛

ん
で

来
る

、
こ

ん
な

高
い
所

に
も
居

る
ん

だ
と
ビ
ッ
ク
リ

す
る

。
 

 行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

 

太
尾

登
山

口
7
:
5
5
→
8
:
3
5
不
動
谷

登
山

口
分
岐
→
9
:
2
5
古
田

の
森
→
1
0
:
1
0

千
丈
平
1
0
:
2
0
→
1
0
:
2
8
捲
き

道
崩
落
箇
所

に
ロ

ー
プ
張

り
1
0
:
4
0
→
1
1
:
0
5

深
仙
宿

(
昼
食

)
1
1
:
5
5
→
1
2
:
3
0
大

日
岳
石
積
み

に
コ

ン
ク
リ

ー
ト
補

強
作

業
)
1
5
:
3
0
→
1
5
:
5
5
深
仙
宿

(
宿

泊
)
。

梶
野

氏
は

大
日

岳
か

ら
１

４
時

過
ぎ

に
下

山
。

 

 

７７ ７７
月月 月月
１
５

１
５

１
５

１
５
日日 日日
(( (( 日日 日日

)) )) 
快

晴
午

後
一

時
薄
曇

 

４
時

半
過

ぎ
に
起
床

す
る

と
草

地
は
夜
露

に
濡

れ
て

い
る

。
 

昨
日

の
協
議

の
結
果

、
本

日
参

加
者

に
は

セ
メ

ン
ト
・
砂

を
荷

揚
げ

す
る

必
要

が
な
く

な
っ

た
事

か
ら

、
沖

﨑
氏

に
４

時
半

に
は
繋

が
ら
ず

、
５

時
頃

に
携
帯
電
話

を
か

け
「

セ
メ

ン
ト

荷
揚

げ
不
要

、
登

山
口

の
砂

を
一
般

登
山

者
が

荷
揚

げ
し

な
い
様

に
し

て
、
千
丈
平
分
岐

に
揚

げ
ら

れ
た

砂
だ

け
運

ん

で
来

て
欲

し
い

」
と
連
絡

し
た

。
 

朝
食

前
に

千
丈
平

に
荷

揚
げ
デ
ポ

し
た

砂
袋

を
深
仙
灌
頂
堂

、
大

日
岳

山

頂
へ
運
び
込
む

た
め

に
千
丈
平
へ

。
千
丈
平

に
は

３
２

袋
あ

り
、
各

自
６

袋

計
３

０
袋

を
運
び

降
ろ

し
た

。
 

朝
食

後
、
砂

袋
２

袋
は
灌
頂
堂
横

に
デ
ポ

し
、
各

自
砂

袋
４

袋
を

担
い

で

大
日

岳
へ

。
 

 
 

 

ご
御

来
光

を
拝

む
 

 
千

丈
平

に
荷

揚
げ

砂
袋

 
 

深
仙

宿
に

戻
り

朝
食

準
備
 

 コ
ン
ク
リ

ー
ト

天
板

上
の
径

９
０
㎝

・
高

さ
６
㎝

の
ベ
ニ
ヤ
板
型
枠

を
除

け
て

、
昨

日
台
座

の
乗

る
位
置

の
水
平

を
出

し
た

が
、

中
央
部

に
凹
み

が
あ

り
モ
ル
タ
ル
コ

ン
ク
リ

ー
ト

を
流

し
て

岩
と

同
一

高
さ

の
天
板

に
仕

上
げ

る
と
共

に
中
央

に
発
掘

の
古
銭

と
現
在

の
硬
貨

と
趣
意
書

を
納
め

る
壷

の

型
枠

を
置
き
台
座

を
略
完
成

さ
せ

た
。

大
日
如

来
座
像

を
据

え
た

時
点

で
再

度
調

整
す

る
事

に
し

た
。

  
 

 

大
日

岳
へ

出
発

前
 

 
 

 
 

 
 

 
略

完
成

し
た

石
組

み
台

座
 

 

そ
の

後
、
前
面

の
岩

の
隙
間

に
モ
ル
タ
ル
詰
め

、
賽
銭
箱

の
置
く
石

を
据
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え
る

。
又

、
木

の
根
間

に
石

を
置
き
モ
ル
タ
ル

で
固

定
す

る
。
略
作
業

が
終

え
た

１
０

時
頃

に
登

山
者

が
登

っ
て
く

る
。
何
処

か
で

見
た
顔

と
・
・
・
グ

レ
ー

ト
・

ト
ラ
バ

ー
ス

の
田

中
陽
希

さ
ん

だ
！
Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班

も
同

行
。

 

新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

の
者

で
、
昨

年
秋

の
台
風

で
、
台
座

が
少

し
傾

い
て

い
た

の
で

大
日
如

来
坐
像

が
転
倒

し
た

た
め

、
台
座

を
積
み
直

し
て
コ

ン
ク

リ
ー

ト
補

強
作
業

を
略
終

え
た
所

で
あ

る
と
説

明
す

る
と
「
昨
夜

、
持
経
宿

に
泊

ら
せ

て
頂

い
た

」
と

の
事

。
 

田
中
陽
希

さ
ん

は
、
三
百

名
山

一
筆

が
き

に
挑
戦

中
で

、
南
奥
駈

道
を
辿

り
釈

迦
ヶ

岳
・
八
経

ヶ
岳

に
登

り
今
夜
弥

山
泊

と
の

こ
と

。
南
奥
駈

道
は
ど

う
で

し
た

か
た

と
尋
ね

る
と
「
激

し
い
ア
ッ
プ
ダ
ウ

ン
の
連
続

で
奥
駈

道
を

実
感

し
思

う
存
分
堪
能

し
た

」
と

の
事

。
快
く
記
念
写
真
撮
影

に
応
じ

て
頂

き
同

行
Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
ス
タ
ッ
フ

に
撮

っ
て
頂

い
た

。
 

台
座

上
に

雨
除

け
シ

ー
ト

を
張

り
、
コ

ン
ク

ー
ト

で
固
め

た
踏
石

を
踏

ま

な
い

よ
う

に
白

い
ビ
ニ

ー
ル
紐

を
張

り
、
中
へ

立
ち
入

ら
な

い
よ

う
に

す
る

。
 

砂
は

約
６

０
㎏

、
セ

メ
ン

ト
は

約
３

０
㎏

が
余

り
、
砂

は
コ
イ

ン
布

袋
に

詰
め
直

し
山
頂

の
木

の
根
元

に
デ
ポ

、
セ

メ
ン

ト
は
灌
頂
堂
内

で
保
管

の
た

め
担

ぎ
降
ろ

す
こ

と
に

し
た

。
 

 
 

石
組

み
台

座
完

成
！

 
 

田
中

陽
希

さ
ん

と
撮

る
 

 
台

座
上

の
雨

除
け

 

 １
０

時
３

０
分

過
ぎ

に
大

日
岳

か
ら
下

山
す

る
も

、
前
鬼

か
ら

登
っ

て
来

る
会

友
を
労

う
た
め

に
、

川
島

一
人

が
大

日
岳

西
側
鞍
部

で
待
機

す
る

。
 

太
尾
登
山
口

太
尾
登
山
口

太
尾
登
山
口

太
尾
登
山
口
組組 組組
；； ；；
昨

日
参
加

の
梶

野
氏

は
、

本
日

も
早
朝

に
先

着
さ

れ
、

本
当

に
ご
苦
労

さ
ん

で
す

。
 

瀧
本

さ
ん
達

は
、

梶
野

氏
に

見
送

ら
れ
先

に
出

発
。

新
宮
組

が
８

時
過

ぎ

に
到

着
し

て
８

時
２

０
分

に
太

尾
登

山
口

か
ら

砂
袋

を
担

い
で

出
発

さ
れ

た
。

セ
メ

ン
ト

・
砂

も
荷

揚
げ

不
要

を
５

時
に
連
絡

し
た

の
だ

が
・

・
・

。
 

千
丈
平

で
デ
ポ

さ
れ

た
砂

袋
が
増

え
た
分

を
手
分

け
し

て
担

っ
て
深
仙
宿

に
下

る
。

暑
い

中
、

１
１

時
１

０
分
頃

に
深
仙
宿

に
着
く

と
、
田

中
陽
希

さ

ん
が
昼
食

で
休
憩

さ
れ

て
お

ら
れ

、
「

一
緒

に
写
真

を
撮

り
ま

し
ょ

う
」

と

言
わ

れ
て
灌
頂
堂

前
で
記
念
撮
影

を
撮

っ
て

も
ら

っ
た

。
 

大
日

岳
か

ら
深
仙
宿

に
降

り
た

児
嶋

・
三

井
・

野
崎

・
椎

木
さ

ん
達

か
ら

大
日

岳
へ

の
砂

荷
揚

げ
不
要

を
伝

え
て

、
潅
頂
堂
横

に
デ
ポ

す
る

。
 

宿
泊
組

の
弁

当
・
冷

え
た

お
茶

を
調
達

荷
揚

げ
し

て
く

だ
さ

り
、
あ

り
が

と
う
ご
ざ

い
ま

す
。
昼
食

を
持

っ
て

川
島

が
待
機

す
る

大
日

岳
西
側
鞍
部
へ

。
 

 
 

 
 

 

新
宮

組
・

太
尾

登
山

口
到

着
 

千
丈

平
の

砂
袋

 
 

 
田

中
陽

希
さ

ん
と

記
念

撮
影
 

 大
日

岳
西
側
鞍
部

に
待
機

し
て

い
る

と
瀧

本
・
斎

藤
さ

ん
が

１
１

時
２

５

分
頃

に
砂

を
担

い
で

登
っ

て
来

ら
れ

、
又
使

う
事

が
あ

る
だ
ろ

う
！

と
昼
食

を
大

日
岳

山
頂

で
す

る
と

登
っ

て
行

か
れ

た
。

 

前
鬼
登
山
口
組

前
鬼
登
山
口
組

前
鬼
登
山
口
組

前
鬼
登
山
口
組
；

前
鬼

登
山

口
か

ら
登

り
先

行
の

山
川

・
岩

本
さ

ん
が

砂

を
担

っ
て

到
着

。
沖

崎
さ

ん
か

ら
５

時
に
連
絡

が
あ

り
セ

メ
ン

ト
荷

揚
げ

不
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要
だ

が
砂

は
い

る
と

の
連
絡

だ
っ

た
と

の
事

。
 

１
１

時
４

０
分

過
ぎ

に
太

尾
登

山
口

か
ら

の
新

宮
組

と
遅

れ
た

前
鬼

登

山
口

か
ら

の
樋

口
・

竹
中

・
高

階
さ

ん
が

一
緒

に
到

着
さ

れ
昼
食

。
 

昼
食

後
に
略
完
成

の
石
組
み
台
座

を
見

に
登

る
様

に
伝
達

し
て

、
川

島
は

１
２

時
過

ぎ
に

セ
メ

ン
ト

を
担

い
で
深
仙
宿

に
戻

る
。

 

 
 

 
 

 

深
仙

宿
か

ら
大

日
岳

へ
 

大
日

岳
西

側
鞍

部
に

到
着

 
 

 
大

日
岳

西
側

鞍
部

で
昼

食
 

 

 
 

 
 

 
 

大
日

岳
西

側
鞍

部
で

昼
食

 
 

 
 

 
略

完
成

の
石

組
み

台
座

を
撮

る
 

 深
仙
宿

に
戻

る
と

、
三

井
・

野
崎

さ
ん

は
釈

迦
ヶ

岳
に

登
っ

て
登

山
口

に

戻
る

と
出

発
さ

れ
て

い
た

。
 

山
川

・
岩

本
さ

ん
は

、
深
仙
宿
小
屋
裏

の
倒

れ
る

と
小
屋

が
壊

れ
る
可
能

性
の

高
い
枯

木
の
処
理
方
法
検
分

に
砂

を
担

い
で
深
仙
宿

に
来

ら
れ

る
。

 

椎
木

さ
ん

は
、

和
佐
又

山
小
屋

に
宿

泊
し

て
、

明
日

は
無
双
洞

か
ら
七
曜

岳
へ

登
る

と
の

事
か

ら
先

に
下

山
さ

れ
る

。
 

１
３

時
過

ぎ
に

大
日

岳
か

ら
深
仙
宿

に
戻

ら
れ

(
前
鬼

登
山

口
に
下

る
樋

口
・

竹
中

・
高

階
さ

ん
荷

揚
げ

の
砂

を
持

っ
て

来
る

)
、
全
員

で
潅
頂
堂

前

に
て
記
念
撮
影

し
て

、
１

３
時

１
５
分

に
深
仙
宿

か
ら
下

山
す

る
。

 

 
 

 
 

椎
木

さ
ん

下
山

前
に

記
念

撮
影

 
 

 
 

 
 

 
潅

頂
堂

前
で

記
念

撮
影

 

 瀧
本

さ
ん
達

は
、

釈
迦

ヶ
岳

を
経

て
下

山
。

 

千
丈
平

で
休
憩

し
て

い
る

と
鹿

の
群

れ
が
近
づ

い
て

来
る

、
直

ぐ
に

釈
迦

ヶ
岳

山
頂

を
経

た
三

井
・

野
崎

さ
ん

と
合

流
、

三
井

さ
ん
達

は
先

行
下

山
。
 

途
中

、
薄
暗

い
雲

に
覆

わ
れ
少

し
雨
粒

が
落
ち

る
が

、
直

ぐ
に
通

り
過

ぎ
、

陽
が
差

し
て

来
て
湿

度
が

高
く

な
り
汗

で
び

っ
し
ょ

り
に

な
る

。
 

古
田

の
森

・
不
動
谷
分
岐

で
小
休
止

し
て

、
１

５
時

５
０
分

に
登

山
口

に

戻
る

と
三

井
さ

ん
達

の
車

が
発
進

し
た

の
が

見
え

た
。

 

上
村

さ
ん

は
ご
主
人

の
大
阪

の
実
家

に
立
ち
寄

る
た
め

、
梶

野
さ

ん
が
送

る
。

新
宮
組

は
１

６
時

過
ぎ

に
帰
路
へ

。
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千
丈

平
木

陰
で

小
休

止
 

 
 

鹿
の

群
れ

が
近

づ
く

 
 

太
尾

登
山

口
に

戻
る
 

 最
後

に
、

猛
暑

の
中

、
行

事
に

参
加
ご

協
力

し
て
下

さ
っ

た
方
々

に
御
礼

申
し

上
げ

ま
す

。
７

月
２

２
日

に
補

強
石
組
み
台
座

に
大

日
如

来
坐
像

を
安

置
す

る
予

定
に

し
て

い
ま

す
。

 

 行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

 

深
仙
宿
5
:
0
5
→
5
:
3
5
千
丈
平

(
砂

袋
運
ぶ

)
→

6
:
1
0
深
仙
宿

(
朝
食

)
7
:
1
0
→

7
:
5
0
大

日
岳
→
8
:
0
0
台
座
仕

上
作
業
→
1
0
:
0
0
田

中
陽
希

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班

到
着
→

大
日

岳
1
0
:
3
0
→
1
0
:
3
5
大

日
岳

西
側
鞍
部
待
機
→
1
1
:
2
5
瀧

本
氏

到

着
→
1
1
:
3
0
山

川
氏

到
着
→
1
1
:
4
5
日

帰
り
組

到
着

(
昼
食

)
1
2
:
0
5
→
1
2
:
3
0

深
仙
宿

。
 

日
帰

日
帰

日
帰

日
帰
りり りり
組組 組組
；
太

尾
登

山
口

(
瀧

本
さ

ん
7
:
4
5
発

)
8
:
2
0
→
1
0
:
3
0
千
丈
平
→

1
1
:
1
0
深
仙
宿
1
1
:
2
5
→
1
1
:
4
5
大

日
岳

西
側
鞍
部

(
昼
食

)
→
1
3
:
0
0
深
仙
宿

 

(
椎

木
氏
1
2
:
5
0
下

山
)
1
3
:
1
5
→
1
3
:
5
5
千
丈
平
1
4
:
1
0
→
1
5
:
0
5
不
動
谷
分
岐

→
1
5
:
5
0
太

尾
登

山
口
1
6
;
0
0
解
散

帰
路
へ

。
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